
は こ だ て 市 議 会 だ よ り
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○
は
こ
だ
て
エ
リ
ア
企
業
採
用
情
報
発
信
支

　
援
事
業
費
増

　

実
態
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
変
良
い
事
業
で
あ

る
。

　

市
内
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
効
果
が
あ
る
と

思
う
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
関
係
経
費
増

　

納
税
額
か
ら
自
由
に
使
え
る
額
は
多
く
は

な
い
が
、
市
内
企
業
の
経
済
効
果
へ
も
繋
が

る
も
の
で
あ
る
。

　

各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

目
標
に
近
づ
い
て
も
ら
い
た
い
。

○
Ｅ
Ｃ
活
用
支
援
事
業
補
助
金

　

技
術
が
あ
っ
て
も
販
路
が
不
得
手
と
い
う

食
品
関
連
事
業
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
市

が
率
先
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

食
品
関
連
業
界
の
売
り
上
げ
増
と
と
も
に
、

市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
い
う
意
味
で
も

先
行
的
な
事
業
と
し
て
、
横
展
開
で
き
る
か

と
い
う
先
の
可
能
性
も
含
め
て
見
て
い
き
た

い
。

○
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
関
係
経
費

　

函
館
の
観
光
産
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
必
要
な
調
査
費
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
対
す
る
思
い
は
伝
わ
り
づ

ら
か
っ
た
が
、
新
し
く
稼
ぐ
観
光
業
と
い
う

こ
と
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
理

解
で
き
た
。

○
天
然
コ
ン
ブ
資
源
回
復
緊
急
対
策
事
業
費

　

漁
業
者
の
調
査
や
声
を
聞
い
て
、
市
が
事

が
受
診
で
き
て
よ
い
と
思
う
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
対
象
を
40
歳
ま
で
広
げ

る
こ
と
は
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。

○
小
学
校
入
学
祝
金
給
付
準
備
経
費

　

少
し
で
も
函
館
市
の
少
子
化
対
策
や
子
育

て
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

有
効
な
形
に
な
る
よ
う
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

今
後
、
毎
年
、
億
単
位
の
支
出
が
あ
る
事

業
に
な
る
と
思
う
の
で
、
財
源
に
つ
い
て
は

心
配
が
あ
る
が
、
子
育
て
対
策
と
し
て
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

は
ま
の

   

ゆ
き
こ

新
市
政
ク
ラ
ブ　

浜
野　
幸
子

質
問

看
護
系
大
学
等
の
設
置
に
係
る
過
去

の
調
査
結
果
と
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
弁

平
成
28
年
度
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
で
は
、
市
内
高
校
生
の
看
護
系
大
学

や
学
部
へ
の
進
学
需
要
が
一
定
程
度
あ
る
こ

と
を
把
握
し
た
が
、
医
療
機
関
以
外
で
の
大

卒
看
護
師
の
需
要
を
期
待
で
き
な
い
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
や
当
時
の
財
政
状
況
で
は
設

置
・
運
営
に
係
る
財
政
負
担
が
大
き
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
設
置
が
難
し
い
と
判
断
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革

や
医
療
技
術
の
高
度
化
・
複
雑
化
に
伴
う
高

度
で
幅
広
い
知
識
・
技
術
を
有
す
る
看
護
師

の
需
要
の
高
ま
り
の
ほ
か
、
看
護
系
大
学
等

の
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
市
民
の
方
か

ら
の
声
な
ど
を
踏
ま
え
、
改
め
て
看
護
師
の

養
成
等
に
関
す
る
全
国
的
な
状
況
や
市
内
高

校
生
の
進
学
需
要
、
医
療
機
関
等
で
の
看
護

師
の
需
要
を
把
握
し
て
ま
い
り
た
い
。

６
月
補
正
予
算
編
成
の
考
え
方
と
今
後
の

物
価
高
騰
支
援
対
策
に
つ
い
てみち

は
た

  

か
つ
お

民
主・市
民
ネ
ッ
ト　

道
畑　
克
雄

質
問

予
算
編
成
の
方
針
と
今
後
の
物
価
高

騰
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
守
り
ま
す
」、「
医
療
、
福
祉
、

暮
ら
し
を
支
え
ま
す
」、「
経
済
・
観
光
を
再

生
し
ま
す
」、「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
未

来
を
育
み
ま
す
」
の
４
つ
の
分
野
を
柱
と
し

て
予
算
編
成
を
行
っ
た
が
、
学
童
保
育
料
の

軽
減
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
完
全
無
償
化
、

小
学
校
入
学
祝
金
の
支
給
の
準
備
経
費
な
ど

業
主
体
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
納
得
で
き
る
。

　

本
当
に
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

議
案
第
１
号　
令
和
５
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
地
域
安
全
安
心
促
進
交
付
金
増

　

・
事
業
の
必
要
性

○
介
護
人
材
地
域
定
着
対
策
事
業
費

　

・
事
業
の
必
要
性

　

・
事
業
内
容
の
確
認

○
が
ん
検
診
事
業
費
増

　

・
対
象
年
齢
拡
大
に
よ
る
効
果

○
小
学
校
入
学
祝
金
給
付
準
備
経
費

　

・
事
業
の
必
要
性

　

・
事
業
の
効
果

議
案
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号

○
地
域
安
全
安
心
促
進
交
付
金
増

　

こ
れ
ま
で
町
会
等
が
苦
労
さ
れ
て
き
た
安

心
安
全
の
た
め
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、

交
付
金
が
増
額
に
な
る
こ
と
で
活
動
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

○
介
護
人
材
地
域
定
着
対
策
事
業
費

　

介
護
現
場
で
働
い
て
み
よ
う
と
考
え
て
い

る
方
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
人
材
確
保
の

施
策
を
充
実
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
効
果
を
期
待
し
た
い
。

○
が
ん
検
診
事
業
費
増

　

が
ん
検
診
が
無
料
だ
と
、
た
く
さ
ん
の
方

民
生
分
科
会

議
案
５
件
を
審
査

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議

委
員
間
の
協
議

答
弁

質
問

答
弁

質
問

代
表
質
問

　

代
表
質
問
は
、
会
派
の
代
表
が
、

市
長
の
市
政
執
行
方
針
お
よ
び
教

育
長
の
教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ

い
て
、
そ
の
所
信
を
質
す
も
の
で

す
。

　

３
人
以
上
で
構
成
す
る
、
４
つ

の
会
派
す
べ
て
が
代
表
質
問
を
行

い
、
そ
の
主
な
も
の
を
要
約
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市

議
会
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ま
た
は
９
月

上
旬
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
開
予
定
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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